
編集後記

第 9回定例理事会　(2月 8日 )
・第 21 回湘南総代会開催　第 1 次討議
・2023 年度機関会議重点活動総括と 2024 年度重点

活動と活動計画および予算案について

第 10回定例理事会　(3月 8日 )
・2023 年度期末監査実施について
・第 21 回湘南総代会開催　第 2 次討議

　　　　　　広報担当になり 1 年が経ちました。
文章で想いを伝える事の難しさを痛感しています。
文章って奥が深い !!　（桜井）

鎌倉C・逗葉・よこすか・藤沢北・湘南ふじさわ・茅ヶ崎・ひらつか・なかぐん・城下町・はだの・足柄・ちがさき・らいふたうん・鎌倉D・ひらつか西海岸

みなさまからの声が、広報湘南の進化につながります。お気軽にご感想などお寄せください。✉　kohoshonan2019@gmail.com 

組合員数 (2 月末現在） 21,119 人　（4 月期首　20,849 人）
　●班 1,292 人 ●個配 14,140 人 ●デポー  5,499 人 ●未組織 188 人

世帯当たり利用高 (2 月） 20,792 円　( 前年度同月比 98.1 ％)
　●班　24,337 円　●個配　23,335 円　●デポー　13,413 円 《Facebook》 《Instagram》
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報告　3 月センターまつり    

～春のセンターまつり　第1弾　葉山センター～
                                           3 月 16 日 ( 土 )　

【参加者】組合員　29 名　未組 41 名　計 70 名
【加　入】加入目標 8 名　　
　　　  　当日加入 7 名 Web 加入予定者 1 名 計 8 名

　春を実感できる晴天の暖かいお天気に恵まれた中、
葉山センターまつりが約 5 年ぶりに開催されました。
生産者は、美勢商事さん、和高スパイスさんをお迎えし、
事務局、ワーカーズ、葉山センターエリアの鎌倉、逗
葉の運営委員、理事会メンバー、みんなで一丸となって、
たくさんの来場者と消費材を味わい、おしゃべりを楽
しみながら加入目標達成に向けて活動を行いました。

₂

藤沢市で新たな拠点を大ぜいの参加でつくり

　　　　　　　　　　　　　湘南 SDGs の実現につなげよう

～地域を豊かにするために～　市民基礎講座
地域活動等を実践する講師や、受講者同士の

コミュニケーションを深め、気づきを得たり、

たすけあいの活動への共感を高めたり…

「共に学び合う場」です。どなたでも参加いた

だけます。

＜問合せ＞

NPO 法人全員参加による地域未来創造機構 ( 略称：未来機構 ) 事務局
　〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-8-4

　　　　　　　　  オルタナティブ生活館 3F

　　　Tel:045-534-7131　Fax:045-534-7151

　　　e-mail:minnano@miraikikou.org

「Miraie は自分の心を大切にする

秘密の隠れ家」第三の居場所「み

らいのたいよう」を運営。色々な

事情で学校に行かないことを選ん

だ子ども達が、古民家や山、畑等

のフィールドを利用して、自分の

好きを探す。平日は第三の居場所

や学童・シェアスペース、休日は

イベントやワークショップを開催

し色々な体験をし、自分のやりた

かったことを実現できる場として

開かれている。（横須賀市根岸町）

2018 年 10 月こだわりの癒しの

空間としてオープン。人と人との

つながりや関係性こそが社会に必

要なインフラ。人々が出合い、つ

ながり、豊かな関係性や新しい発

送や新たな主体を紡ぐ場という思

いを持って活動している。

（横須賀市久里浜）
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　◆報告◆　キララ賞授賞式　

2 月 3 日　スペースオルタ　

＜今年の受賞者は、どんな人!＞
　

　３年ぶりに実開催の贈呈式がおこなわれ、今年も神奈川を舞台に
さまざまな分野で活動している個人、団体にキララ賞と副賞５０万
円を贈呈しました。式典では 2003 年キララ賞受賞の和太鼓昇龍の
演奏もあり、場を盛り上げました。

今年度の受賞者は 2 団体です。
◆CoE（CoEXISTENCE）〈こえ〉さん

川崎市内の路上生活者を対象に週 1 回、炊き立てごはんのおむす
びを握り、手渡す活動を行っています。
活動を SNS 発信し啓蒙することで賛同者を増やし共存共生のあり
かたに一石を投じています。

◆さんかく農園さん
藤沢にある農園です。農業体験の提供と価格の自由設定や短時間
で 1 組ずつの交代制など農業に包摂的な参加システムを取り入れ
ています。

～生活クラブ運動としての大会とは～ ～おおぜいに会う場として、 組合員集会に出掛けよう～
直接会うことになぜこだわるのか？

どちらの団体も今後も活動
を応援していきます。

　2024 年度も神奈川県内で
活動している若者を募集し
ます。自薦他薦を問いませ
ん。奮って「キララ賞」へ
ご応募ください。

2023 年度の活動の集大成　今年もいろいろありました。　～コモンズ・デポー大会報告～


